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書

評

都
出
比
呂
志
著

『
前
方
後
円
墳
と
社
会
』

【

下
　
垣
　
仁
　
志

　
門
前
方
後
円
墳
体
制
」
門
初
期
国
家
」
。
賛
否
荷
論
を
呼
び
つ
つ
、
今
や
学

界
に
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
…
ド
を
軸
と
し
て
、
九
〇

年
代
の
古
墳
時
代
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
成
果
に
都
市
論
や

墳
墓
論
な
ど
を
く
わ
え
た
「
研
究
の
総
ま
と
め
偏
を
、
こ
の
た
び
上
梓
さ
れ

た
。
病
に
よ
る
研
究
の
中
断
（
本
書
「
あ
と
が
き
」
参
照
）
を
乗
り
越
え
、

著
考
渾
身
の
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
の
喜
び
を
表
し
た
い
。

同
時
に
ま
た
、
総
合
性
と
体
系
性
を
併
有
す
る
本
書
を
範
と
し
て
、
狭
隙
浅

薄
あ
る
い
は
宏
大
雑
駁
の
二
極
化
に
陥
り
が
ち
な
近
年
の
雲
壌
時
代
研
究
が
、

少
し
で
も
進
展
を
み
る
こ
と
を
希
い
た
い
。

　
八
○
○
頁
に
迫
る
浩
潮
な
本
書
の
全
容
を
ま
と
め
る
こ
と
も
、
著
者
の
長

年
の
研
究
蓄
積
と
多
彩
な
論
点
に
あ
ふ
れ
た
各
章
の
内
容
を
細
大
漏
ら
さ
ず

抽
出
す
る
こ
と
も
、
葬
才
の
評
者
に
は
至
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず

各
章
の
要
旨
と
簡
単
な
解
説
を
提
示
し
、
そ
の
の
ち
全
体
を
つ
う
じ
た
批
評

へ
と
論
を
進
め
て
ゆ
く
手
順
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
複
数
の
章
で

重
複
す
る
論
点
は
、
最
小
隈
と
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
古
代
社
会
の
体
系

的
把
握
に
努
め
て
き
た
著
者
の
議
論
に
対
し
、
枝
葉
の
批
評
を
試
み
て
も
そ

の
肯
繁
に
は
中
ら
ぬ
か
ら
、
な
る
べ
く
大
枠
に
即
し
た
批
評
を
心
が
け
た
い
。

二

　
本
書
は
、
六
部
二
五
章
か
ら
な
る
。
各
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
書
を
要
す

る
ほ
ど
宏
大
か
つ
重
大
な
テ
ー
マ
が
あ
っ
か
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
冊

に
凝
縮
し
た
本
書
は
、
実
に
贅
沢
な
書
物
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
章
に
は
若
干
の
改
稿
が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
再
録
で
あ
る
。
な
お
、
括
弧
内
に
各
章

の
初
鳩
年
次
を
付
記
し
て
お
く
。

序
章
国
家
形
成
過
程
に
つ
い
て
（
新
稿
）

第
｝
部
初
期
国
家
論
に
つ
い
て
　
第
～
章
日
本
古
代
の
国
家
形
成
論
序
説

　
　
　
前
方
後
円
墳
体
制
の
提
唱
　
　
（
一
九
九
一
年
）
／
第
二
章
国
家

　
形
成
の
諸
段
階
一
首
長
制
・
初
期
国
家
・
成
熟
国
家
　
　
　
（
一
九
九
六

　
年
）
／
第
三
章
前
方
後
円
墳
体
制
と
民
族
形
成
（
一
九
九
三
年
）
／
第

　
四
章
墳
丘
墓
の
比
較
考
古
学
　
　
異
な
る
墳
丘
型
式
の
意
味
　
　
　
（
一

　
九
九
九
年
）

第
二
部
都
市
論
に
つ
い
て
　
第
五
章
都
市
の
形
成
と
戦
争
（
一
九
九
七

　
年
）
／
第
六
章
弥
生
環
濠
集
落
は
都
市
に
あ
ら
ず
（
一
九
九
八
年
）
／

・
第
七
章
世
界
の
城
塞
的
集
落
と
都
市
（
～
九
九
五
年
）

第
三
部
墳
墓
の
構
造
　
第
八
章
墳
墓
と
葬
法
（
一
九
八
六
年
）
／
第
九
章

　
墳
丘
の
型
式
（
一
九
九
二
年
）

第
四
部
前
期
古
墳
論
　
第
～
○
章
前
方
後
円
墳
の
誕
生
（
一
九
八
九
年
）
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／
第
｝
一
章
祖
霊
祭
式
の
政
治
性
－
前
方
後
円
墳
分
布
圏
の
解
釈

　
ー
ー
（
一
九
九
五
年
）
／
第
一
二
章
前
方
後
円
墳
体
制
と
地
域
権
力

　
（
一
九
九
五
年
）
／
第
＝
二
章
竪
穴
式
石
室
の
地
域
性
の
研
究
（
一
九

　
八
六
年
）
／
第
一
四
章
埴
輪
編
年
と
前
期
古
墳
の
新
古
（
～
九
八
一
年
）

　
／
第
一
五
章
前
期
古
墳
の
藩
論
と
年
代
論
（
一
九
八
二
年
）
／
第
一
六

　
章
前
方
後
円
墳
の
成
立
と
辰
砂
の
採
掘
（
一
九
九
七
年
）

第
五
部
首
長
系
譜
論
　
第
一
七
章
首
長
系
譜
変
動
パ
タ
ー
ン
論
序
説
（
一

　
九
九
九
年
）
／
第
一
八
章
古
墳
時
代
首
長
系
譜
の
継
続
と
断
絶
（
一
九

　
八
八
年
）
／
第
一
九
章
古
墳
時
代
の
方
格
設
計
（
一
九
八
九
年
）
／
第

　
二
〇
章
古
墳
時
代
首
長
の
政
治
拠
点
（
一
九
九
三
年
）

第
六
部
考
古
学
と
社
会
　
第
二
一
章
日
本
考
古
学
と
社
会
（
一
九
八
六

　
年
）
／
第
二
二
章
森
本
六
爾
論
（
～
九
八
八
年
忌
／
第
二
三
章
小
林
行

　
雄
論
（
二
〇
〇
三
年
）
／
第
二
四
章
歴
史
学
と
深
層
概
念
一
日
本
文

　
化
の
歴
史
的
分
析
の
手
続
き
　
　
（
一
九
八
九
年
）

　
大
き
く
ま
と
め
れ
ば
、
第
一
部
・
第
二
部
で
は
、
法
則
的
事
象
と
個
別
的

事
象
の
往
還
を
つ
う
じ
て
相
互
の
深
化
を
目
指
す
比
較
考
古
学
（
後
述
）
の

視
座
か
ら
国
家
・
墳
墓
・
都
市
な
ど
を
と
ら
え
、
第
三
部
～
第
五
部
で
は
、

古
墳
時
代
の
個
別
的
事
象
の
具
体
的
解
明
に
意
を
注
ぎ
、
そ
し
て
最
終
の
第

六
部
で
は
、
そ
れ
ら
を
追
究
す
る
研
究
者
の
立
脚
点
と
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
反
省
的
に
と
ら
え
返
す
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

三

　
序
章
は
新
稿
で
、
第
六
部
を
の
ぞ
く
本
書
の
梗
概
と
近
年
の
研
究
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
が
提
示
さ
れ
る
。

　
第
一
部
「
初
期
国
家
に
つ
い
て
」
は
、
初
期
国
家
論
を
軸
と
し
つ
つ
、
民
族

形
成
・
国
家
形
成
・
前
方
後
円
墳
体
制
・
比
較
考
古
学
な
ど
、
著
者
の
主
要

テ
ー
マ
に
関
す
る
代
表
的
論
考
四
本
が
収
め
ら
れ
る
。

　
第
一
章
は
、
本
書
の
根
幹
を
な
す
総
括
的
な
章
で
あ
り
、
生
半
可
な
要
約

を
は
ね
つ
け
る
濃
密
さ
が
あ
る
。
本
書
の
通
読
後
に
、
序
章
と
あ
わ
せ
再
読

す
る
こ
と
を
勧
め
る
が
、
あ
え
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
理

論
面
で
、
新
進
化
主
義
と
初
期
国
家
論
の
成
果
に
照
ら
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
学

説
に
立
脚
す
る
従
来
の
日
本
国
家
形
成
論
の
不
備
を
衝
き
つ
つ
、
階
級
分
化

と
身
分
制
、
租
税
と
樒
役
、
支
配
組
織
と
人
民
編
成
、
物
資
流
通
の
広
域
掌

握
を
国
家
形
成
の
指
標
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
の
成
熟
過
程
を
長
期
的
に
と
ら

え
る
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
考
古
資
料
を
駆
使
し
て
そ
れ
ら
を

検
討
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
三
世
紀
に
、
集
落
と
墓
制
に
階
層
分
解
が
生
じ
る
こ

と
を
と
り
あ
げ
、
租
税
を
示
唆
す
る
大
型
倉
庫
群
と
徳
役
を
推
定
さ
せ
る
巨

大
古
墳
な
ど
の
存
在
を
加
味
し
て
、
こ
れ
ら
を
階
級
分
化
と
み
な
す
。
次
い

で
、
古
墳
に
お
け
る
墳
形
や
規
模
の
差
に
、
身
分
制
的
秩
序
の
存
在
を
推
定

し
、
武
器
類
か
ら
推
測
さ
れ
る
軍
事
編
成
や
巨
大
倉
庫
群
お
よ
び
地
域
計
画

の
運
営
の
背
景
に
、
支
配
組
織
と
人
民
編
成
の
整
備
を
み
る
。
さ
ら
に
、

鉄
・
須
恵
器
な
ど
の
流
通
状
況
か
ら
、
政
治
権
力
の
形
成
維
持
と
必
需
物
資

流
通
機
構
の
掌
握
と
の
密
接
な
関
係
を
確
認
す
る
。
以
上
よ
り
、
こ
れ
ら
の

指
標
が
認
め
ら
れ
る
三
世
紀
半
ば
以
降
の
古
墳
時
代
を
、
国
家
成
立
段
階
と

結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
必
需
物
資
の
安
定
的
供
給
な
ど
の
た
め

に
連
合
し
た
上
層
の
諸
首
長
か
ら
、
下
層
の
一
般
成
員
ま
で
身
分
関
係
が
細

分
化
さ
れ
た
当
該
期
の
政
治
的
秩
序
を
、
も
っ
と
も
顕
示
的
な
象
徴
物
に
ち

な
ん
で
、
苗
方
後
円
墳
体
制
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
す
る
。

　
前
章
を
承
け
、
第
二
章
で
は
初
期
国
家
論
の
理
論
的
・
実
証
的
整
備
が
目
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指
さ
れ
る
。
五
つ
の
具
体
的
指
標
を
あ
げ
、
苗
長
制
↓
初
期
国
家
↓
成
熟
国

家
と
い
う
国
家
形
成
の
長
期
過
程
を
描
き
だ
し
、
こ
れ
を
日
本
列
島
中
央
部

に
適
用
し
、
古
墳
時
代
が
初
期
国
家
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
ま
た
、

ほ
ん
ら
い
文
化
入
電
学
の
社
会
進
化
の
一
段
階
を
指
す
首
長
制
が
、
日
本
古

代
史
学
界
の
｝
部
で
異
な
る
意
味
が
付
与
さ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
に
よ
る
混
乱
の
是
正
を
求
め
、
さ
ら
に
は
本
州
中
央
部
の
み
な
ら
ず
北
海

道
お
よ
び
琉
球
諸
島
を
も
ふ
く
め
て
日
本
列
島
全
体
の
国
家
形
成
を
総
合
的

に
論
じ
る
必
要
性
を
説
く
な
ど
、
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
前
方
後
円
墳
体
制
の
成
立
が
列
島
中
央
部
の
民
族
形
成
を

基
礎
、
つ
け
た
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
ず
、
畿
内
を
核
と
し
て
前
方
後
円
墳
や

必
需
物
資
や
威
信
財
が
広
域
的
に
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、
前
方
後
円
墳
体
制

に
組
み
こ
ま
れ
た
範
囲
が
列
島
中
央
部
（
九
州
南
部
～
東
北
申
部
）
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
一
方
、
当
該
期
に
、
民
族
の
存
在
を
示
唆
す
る
生

活
様
式
お
よ
び
精
神
習
俗
の
共
通
圏
が
、
こ
の
範
囲
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
、

多
様
な
資
料
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
事
象
の
空
間
的
・
時

間
的
な
関
連
性
か
ら
、
前
方
後
円
墳
体
制
の
成
立
と
民
族
形
成
の
関
連
性
が

導
き
だ
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
第
四
章
で
は
、
「
比
較
考
古
学
」
の
視
座
か
ら
墳
丘
墓
を
検
討
す
る
。
比

較
考
古
学
と
は
や
や
耳
慣
れ
ぬ
用
語
で
あ
る
が
、
「
異
な
る
地
域
や
時
代
に

起
き
た
現
象
の
比
較
を
重
視
す
る
考
古
椥
」
の
こ
と
で
あ
り
・
こ
の
視
座
に

本
書
の
前
半
は
貫
か
れ
て
い
る
。
異
な
る
墳
丘
型
式
が
併
存
す
る
日
本
の
古

墳
の
特
異
な
あ
り
方
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
お
よ
び
中
国
の
墳
丘
墓
の
あ
り

方
と
比
較
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
、
前
者
の
登
場
・
造
営
背
景
を
浮
か
び
あ
が

ら
せ
る
と
と
も
に
、
前
者
の
検
討
で
錬
磨
さ
れ
て
き
た
集
団
表
象
の
手
段
と

し
て
の
墳
形
・
墓
室
の
型
式
と
い
う
視
点
を
、
後
者
の
解
釈
に
適
用
す
る
こ

と
を
提
言
す
る
。

　
第
二
部
「
都
市
論
に
つ
い
て
」
に
は
、
都
市
の
定
義
と
機
能
、
そ
の
出
現

過
程
な
ど
を
論
じ
た
三
章
を
設
け
て
い
る
。
内
容
の
重
複
を
勘
案
し
、
第
五

～
第
七
章
を
一
括
し
て
あ
つ
か
い
た
い
。
本
部
の
要
点
は
、
お
お
む
ね
三
点

に
収
敏
さ
せ
う
る
。
第
一
は
、
都
市
の
定
義
で
あ
る
。
章
ご
と
に
若
干
の
プ

レ
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
申
心
機
能
・
高
密
度
集
住
・
外
部
依
存
（
・
商
工

業
の
発
達
）
が
認
め
ら
れ
る
集
住
の
場
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
権
力

の
存
在
を
都
市
形
成
の
必
要
条
件
と
み
ず
、
都
市
形
成
に
よ
り
階
級
関
係
が

醸
成
さ
れ
て
ゆ
く
側
面
も
あ
る
と
の
指
摘
は
、
国
家
形
成
論
と
の
接
合
点
を

確
保
し
う
る
点
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
都
市
形
成
プ
ロ
セ
ス
の
究
明
で
あ
る
。
都

市
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
弥
生
環
濠
集
落
を
先
の
定
義
に
照
ら
し
、
都

市
的
な
要
素
を
萌
芽
的
に
も
ち
つ
つ
も
弥
生
時
代
末
期
に
解
体
し
た
と
主
張

す
る
。
さ
ら
に
、
古
墳
時
代
の
権
力
中
枢
で
あ
る
菖
長
居
館
は
、
弥
生
巨
大

環
濠
集
落
の
中
心
機
能
を
継
承
し
つ
つ
も
、
商
工
業
機
能
は
市
や
工
房
と
七

て
首
長
の
領
域
内
に
分
散
し
、
高
密
度
集
住
も
起
き
ず
、
日
本
列
島
で
は
藤

原
京
ま
で
都
市
が
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
快
に
論
じ
る
。

　
そ
し
て
第
三
は
、
都
市
形
成
の
比
較
考
古
学
的
検
討
で
あ
る
。
従
来
の
都

市
／
農
村
の
二
項
対
立
か
ら
脱
却
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
、
都
市
と
農
村
の

中
間
的
姓
格
を
も
つ
第
三
の
類
型
で
あ
る
門
城
塞
集
落
漏
が
、
都
市
出
現
前

の
集
団
間
の
緊
張
時
に
世
界
各
地
で
共
通
し
て
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
弥
生

環
濠
集
落
も
こ
の
農
村
↓
城
塞
集
落
↓
都
市
の
変
遷
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
と

ら
え
る
べ
き
こ
と
を
提
回
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
点
が
交
響
し
て
奏
で
ら
れ
る
都
市
論
は
、
著
者
の
研
究
を
さ

ら
に
男
擦
す
る
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
日
本
農
耕
社
会
の
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②

成
立
過
程
㎏
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
古
代
農
村
構
造
論
と
都
営
論
を
総
合
し
、

都
市
形
成
と
国
家
形
成
の
同
塑
性
を
比
較
考
古
学
的
に
追
究
す
る
こ
と
で
、

著
者
の
集
落
論
お
よ
び
国
家
論
は
よ
り
高
次
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
展
開
さ
れ
え
よ

う
。
た
だ
、
本
部
の
議
論
は
や
や
断
片
的
で
あ
り
、
体
系
的
な
完
成
は
果
た

さ
れ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
三
部
「
墳
墓
の
構
造
」
は
、
日
本
列
島
の
墳
墓
を
対
象
と
す
る
二
章
か

ら
な
る
。
た
だ
評
者
は
、
第
四
章
を
本
部
に
ふ
く
め
て
、
第
～
部
～
第
三
部

を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
考
古
学
的
視
点
に
も
と
つ
く
初
期
国
家
論
・
都
市
論
・
墳

墓
論
と
し
た
方
が
、
本
書
の
結
構
が
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
。
ま
ず
第
八
章
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
多
様
な
墳
墓
を
、

構
成
要
素
・
葬
法
・
葬
送
儀
礼
・
共
同
墓
地
の
構
造
・
墓
地
の
階
層
性
に
重

点
を
お
き
、
長
期
的
か
つ
多
角
的
に
論
じ
る
。
研
究
頬
象
が
細
分
化
し
た
現

今
に
あ
っ
て
、
墳
墓
の
大
要
を
お
さ
え
た
本
章
は
、
墳
墓
研
究
を
志
す
者
が

常
に
立
ち
帰
る
べ
き
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
巨
大
前
方
後
円
壌
を
頂
点
と
す

る
階
層
構
造
の
中
で
古
墳
を
と
ら
え
る
な
ど
、
の
ち
に
前
方
後
円
墳
体
網
論

に
結
晶
す
る
見
解
が
萌
芽
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
も
重
要
で
あ
る
。

　
第
九
章
で
は
、
多
元
的
な
系
譜
を
も
つ
東
ア
ジ
ア
の
墳
丘
墓
と
の
関
係
に

留
意
し
つ
つ
、
日
本
列
島
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で
を
、

そ
の
墳
丘
形
態
や
築
造
原
理
な
ど
か
ら
追
跡
す
る
。
本
書
で
は
手
薄
な
、
五

世
紀
以
降
の
前
方
後
円
墳
体
制
の
状
況
も
説
か
れ
て
い
て
有
益
で
あ
る
。

　
埋
葬
施
設
・
墳
丘
構
造
・
埴
輪
・
物
資
流
通
な
ど
多
様
な
資
料
か
ら
前
方

後
円
墳
体
制
の
具
体
像
に
迫
る
の
が
、
第
四
部
「
前
期
古
墳
論
」
で
あ
る
。

全
七
章
か
ら
な
り
、
字
数
・
章
数
と
も
に
本
書
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。

　
ま
ず
第
一
〇
章
で
は
、
前
方
後
円
墳
（
体
制
）
の
成
立
経
緯
が
論
じ
ら
れ

る
。
弥
生
墳
丘
墓
か
ら
前
方
後
円
墳
が
醸
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
丹
念
に
た

ど
る
一
方
で
、
後
者
の
誕
生
時
点
の
飛
躍
に
お
い
て
、
後
円
部
の
三
段
築
成

原
理
・
北
頭
位
埋
葬
・
密
封
埋
葬
原
理
・
水
銀
朱
の
重
視
（
第
　
六
章
）
な

ど
、
中
国
思
想
と
の
交
流
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
翠
雲
後
円
墳
体
制
論
に
は
批
判
も
あ
る
が
、
そ

れ
に
対
す
る
リ
プ
ラ
イ
と
自
説
の
補
強
が
、
続
く
二
つ
の
章
で
な
さ
れ
る
。

第
一
一
章
で
は
、
前
方
後
円
墳
の
分
布
を
政
治
圏
と
み
な
す
著
者
ら
従
来
の

見
解
へ
の
批
判
を
受
け
、
そ
の
論
理
基
盤
が
文
献
史
学
の
成
果
に
暗
に
明
に

依
拠
し
て
い
た
こ
と
を
、
具
体
的
な
証
拠
を
揃
え
承
認
し
つ
つ
も
、
そ
う
し

た
方
法
自
体
を
棄
却
す
る
の
で
は
な
く
、
文
献
史
学
の
成
果
と
照
ら
し
あ
わ

せ
て
考
古
学
か
ら
政
治
圏
を
議
論
す
る
方
法
論
を
錬
磨
す
べ
き
こ
と
を
提
言

す
る
。
さ
ら
に
、
祖
霊
祭
式
が
本
来
的
に
政
治
性
を
帯
び
や
す
い
と
の
前
提

を
立
て
、
弥
生
墳
墓
の
質
的
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
前
方
後
円
墳
が
広
域
拡

散
し
、
前
方
後
円
墳
体
制
下
で
墳
墓
祭
式
の
諸
要
素
が
諸
地
域
で
厳
密
な
選

択
を
経
て
受
容
さ
れ
る
背
景
に
、
政
治
性
が
介
在
し
て
い
た
と
論
理
づ
け
る
。

　
第
＝
～
章
・
で
は
、
地
域
単
位
の
自
律
性
を
説
く
地
域
国
家
論
へ
の
批
判
を

つ
う
じ
、
前
方
後
円
墳
体
三
論
の
論
理
補
強
が
な
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
方
後

円
墳
体
制
を
門
古
墳
の
無
形
と
規
模
と
の
二
重
規
定
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
の

聖
心
に
よ
り
「
首
長
の
系
譜
と
実
力
の
違
い
を
相
互
承
認
す
る
」
政
治
秩
序

と
明
快
に
定
義
づ
け
（
三
九
九
頁
）
y
こ
の
秩
序
下
に
お
け
る
必
需
物
資
お

よ
び
威
信
財
の
流
通
機
構
を
畿
内
地
域
の
有
力
首
長
が
掌
握
し
て
い
た
こ
と

を
明
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
居
館
や
土
木
事
業
な
ど
の
実
態
か
ら
地
域
権
力

の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
は
経
済
面
な
ど
か
ら
自
立
し
え
ず
、
自
身

の
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
畿
内
と
吉
備
を
核
と
す
る
政
治
セ
ン
タ
ー
へ

の
求
心
性
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
物
資
流
通
と
広
域

権
力
（
あ
る
い
は
国
家
）
形
成
の
連
動
性
を
説
く
著
者
の
主
張
（
第
一
章
～
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評∫簡

協

第
三
章
）
が
、
簡
明
か
つ
適
確
に
示
さ
れ
た
好
章
で
あ
る
。

　
第
～
三
章
で
は
、
長
大
型
竪
穴
式
石
室
の
平
面
形
態
や
埋
葬
頭
位
の
堅
実

か
つ
広
範
な
分
析
に
も
と
づ
き
、
一
定
の
画
一
性
を
も
っ
た
前
方
後
円
墳
祭

式
の
成
立
後
も
地
域
的
個
性
が
併
存
す
る
こ
と
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
祭
式
の

諸
地
域
に
お
け
る
受
容
形
態
の
差
異
の
中
に
、
首
長
間
の
政
治
的
交
流
の
具

体
像
を
探
ろ
う
と
試
み
る
。
斉
一
性
と
地
域
性
の
供
存
を
当
該
期
の
首
長
間

関
係
の
特
質
と
み
る
本
章
の
見
方
は
、
著
者
の
前
方
後
円
墳
体
制
を
中
央
に

よ
る
諸
地
域
の
一
元
支
配
と
み
る
一
部
の
研
究
者
の
理
解
が
誤
解
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
、
端
的
に
教
え
て
く
れ
る
。

　
本
書
の
よ
う
に
、
考
古
資
料
か
ら
社
会
関
係
に
肉
迫
す
る
た
め
に
は
、
精

確
な
編
年
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
第
　
四
章
お
よ
び
第
一
五
章
で
は
そ
の
検

討
が
な
さ
れ
る
。
示
唆
に
富
む
指
摘
も
多
い
が
、
原
論
文
の
初
出
か
ら
二
〇

年
あ
ま
り
を
経
た
今
と
な
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
嘗
さ
び
た
感
は
否
め
な
い
。

　
第
五
部
「
首
長
系
譜
論
」
で
は
、
諸
地
域
首
長
の
実
態
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
消
長
お
よ
び
政
権
中
枢
と
の
密
接
な
関
係
性
を
奥
津
城
た
る
首
長

（
墓
）
系
譜
か
ら
、
そ
の
政
治
的
・
経
済
的
基
盤
を
生
前
の
拠
点
た
る
首
長

居
館
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
き
明
か
し
て
ゆ
く
。
居
館
を
核
と
す
る
政
治
的
拠

点
を
緻
密
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
古
墳
の
分
析
だ
け
で
は
漏
れ
落
ち
か
ね
な

い
酋
長
の
在
地
的
実
力
を
明
ら
か
に
し
え
て
お
り
、
表
層
的
か
つ
観
念
的
に

流
れ
が
ち
な
あ
ま
た
の
政
治
社
会
論
と
一
線
を
画
す
る
実
証
性
と
重
厚
さ
を
、

本
書
は
確
保
し
え
て
い
る
。

　
前
半
の
第
一
七
章
お
よ
び
第
一
八
章
で
は
、
首
長
系
譜
の
詳
細
な
分
析
に

も
と
づ
き
、
諸
地
域
首
長
の
消
長
を
具
体
的
に
証
示
す
る
。
ま
ず
、
著
者
が

長
年
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
京
都
府
桂
川
右
岸
地
域
の
首
長
系
譜
の
変
動

を
丹
念
に
追
跡
し
、
そ
れ
が
中
央
を
ふ
く
む
諸
地
域
の
変
動
と
軌
を
一
に
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
現
象
は
、
従
来
の
有
力
見
解
で
あ
る
部
族
最
高
首
長
権

の
輪
番
制
や
大
王
権
力
に
よ
る
地
域
首
長
へ
の
直
接
的
規
制
で
は
な
く
、
中

央
と
諸
地
域
と
が
連
動
し
あ
っ
た
激
し
い
主
導
権
争
い
の
権
力
闘
争
を
反
映

し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
変
動
の
パ
タ
ー
ン
分
類
を
つ

う
じ
、
こ
の
権
力
闘
争
に
お
い
て
中
央
と
諸
地
域
首
畏
が
い
か
に
関
与
し
あ

っ
て
い
た
の
か
の
実
証
的
把
握
が
可
能
で
あ
る
と
の
構
想
が
毒
魚
さ
れ
る
。

　
本
部
の
後
半
で
は
、
古
墳
時
代
の
政
治
拠
点
が
検
討
の
狙
上
に
の
せ
ら
れ

る
。
第
｝
九
章
で
は
、
方
立
設
計
を
有
す
る
建
物
配
置
が
普
遍
的
に
存
在
し
、

そ
れ
ら
が
近
辺
の
古
墳
や
水
田
な
ど
と
有
機
的
関
連
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
～
六
世
紀
に
は
、
首
長
の
根
拠
地
に
お
い

て
政
治
的
地
域
計
画
と
し
て
の
方
格
地
割
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
の
見
通
し

が
述
べ
ら
れ
る
。

　
第
二
〇
章
で
は
、
ま
ず
適
格
設
計
の
存
在
を
首
長
居
館
の
条
件
と
み
な
す

見
解
を
批
判
し
、
生
計
維
持
の
最
低
要
件
を
こ
え
る
政
治
的
・
経
済
的
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
首
長
居
館
の
よ
り
本
質
的
な
条
件
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
そ
し
て
、
首
長
居
館
に
顕
著
な
大
型
高
床
倉
庫
群
な
ど
の
検
討
を

つ
う
じ
て
、
首
長
の
政
治
拠
点
を
ラ
ン
ク
差
を
も
っ
た
三
類
型
に
分
類
す
る
。

そ
の
結
果
、
政
権
中
枢
と
諸
地
域
首
長
の
格
差
、
そ
し
て
諸
地
域
首
長
と
中

間
層
・
一
般
層
の
格
差
と
い
う
、
古
墳
に
お
い
て
摘
出
さ
れ
た
格
差
が
、
生

前
の
拠
点
で
あ
る
居
館
の
格
差
と
対
応
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
町
お
こ
し
や
発
掘
調
査
な
ど
を
つ
う
じ
て
地
域
社
会
と
深
く
か
か
わ
る
考

古
学
は
、
他
の
諸
学
問
分
野
に
も
ま
し
て
社
会
と
密
接
不
離
の
つ
な
が
り
を

も
つ
。
こ
の
観
点
は
近
年
、
現
代
社
会
と
考
古
学
と
の
関
係
を
自
覚
的
に
主

題
化
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
第
六
部
「
考
古
学
と
社
会
」
に
は
、
考
古
学
と
社
会
と
の
関
係
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を
真
摯
に
問
い
続
け
て
き
た
著
者
の
見
解
を
凝
縮
し
た
四
本
の
論
考
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
テ
ー
マ
は
、
と
も
す
れ
ば
余
技
的
な
研
究
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
省
の
中
で
独
立
し
た
部
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
著
者
の
強
い
意
志
と
自
信
が
察
せ
ら
れ
る
。
た
だ
独
立
さ
せ
て
い

る
反
面
、
民
族
論
を
の
ぞ
く
と
第
｝
部
～
第
五
部
の
議
論
と
遊
離
し
て
し
ま

っ
て
お
り
、
相
互
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
も
あ
る
。

　
第
二
一
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
考
古
学
者
と
社
会
と
の
関
係
、
お
よ
び

学
説
と
社
会
環
境
と
の
関
係
を
、
明
治
期
か
ら
現
在
ま
で
を
射
程
に
収
め
て

論
じ
る
。
論
文
テ
ー
マ
の
変
遷
と
同
時
代
の
社
会
動
向
と
の
関
連
性
を
グ
ラ

フ
を
駆
使
し
て
明
示
す
る
方
法
は
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
先
駆
的
な
試
み
で
あ
る
。

　
第
ニ
離
調
お
よ
び
第
二
三
章
で
は
、
弥
生
・
古
墳
時
代
研
究
に
お
い
て
決

定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
森
本
六
爾
…
と
小
林
行
雄
の
学
史
上
の
位
置
づ
け
を

は
か
る
と
跳
馬
に
、
当
該
期
の
社
会
構
成
に
関
す
る
彼
ら
の
方
法
論
が
い
か

に
し
て
組
み
あ
げ
ら
れ
た
か
を
、
そ
の
生
き
た
時
代
と
重
ね
あ
わ
せ
つ
つ
説

き
示
す
。

　
第
二
一
章
で
も
論
じ
ら
れ
た
、
近
年
の
歴
史
根
源
的
な
日
本
文
化
論
お
よ

び
日
本
民
族
論
に
対
し
、
そ
の
基
底
に
横
た
わ
る
「
深
層
偏
概
念
へ
の
批
判

的
吟
味
を
経
て
、
そ
の
方
法
論
的
深
化
の
必
要
性
を
説
く
の
が
、
最
終
章
の

第
二
四
章
で
あ
る
。
深
層
／
表
層
の
二
層
分
析
に
陥
り
が
ち
な
民
俗
学
や
民

族
学
に
対
し
、
時
間
軸
を
分
析
に
も
ち
こ
め
る
考
古
学
で
は
多
層
分
析
が
可

能
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
、
さ
ら
に
、
単
一
文
化
論
と
結
び
つ
き
が
ち
な
日

本
民
族
論
を
考
古
資
料
に
よ
る
分
析
か
ら
棄
却
し
、
多
元
的
文
化
論
の
立
場

か
ら
多
層
的
に
追
究
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。
諸
学
問
の
連
繋
の
重
要
性

を
説
く
著
者
の
姿
勢
が
、
適
切
な
事
例
に
よ
り
も
っ
と
も
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
章
で
あ
る
。

四
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以
上
、
本
書
の
内
容
を
で
き
る
限
り
伝
え
る
べ
く
、
迎
撃
の
内
容
を
逐
一
　
3
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ま
と
め
て
き
た
。
以
下
で
は
、
本
書
全
体
を
つ
う
じ
た
批
評
を
、
紙
幅
の
制

限
内
で
手
短
に
お
こ
な
い
た
い
。

　
本
書
の
理
論
的
特
色
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
マ
ル
ク
ス
の
国
家
形
成
の
論
理

を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
新
進
化
主
義
的
な
、
そ
し
て
比
較
考
古
学
的
な

立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
研
究
履
歴
を
い
さ
さ
か
乱
暴
に

ト
レ
ー
ス
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
に
依
拠
し
た
弥
生
時
代
の
共
同
体
論
か
ら
出

　
③

発
し
、
磯
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
』
に
お
け
る
、
小
経
営
先
行
と
い
う

独
自
の
観
点
に
も
と
つ
く
共
同
体
論
を
経
て
、
本
書
の
新
進
化
主
義
的
、
そ

し
て
比
較
考
古
学
的
な
国
家
論
・
都
市
論
に
い
た
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
そ

れ
は
、
闇
雲
な
ス
タ
ン
ス
の
転
轍
で
は
決
し
て
な
い
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
学
説
の

骨
格
を
残
し
つ
つ
こ
れ
に
実
証
主
義
的
な
改
良
を
ほ
ど
こ
し
た
新
進
化
主
義

的
な
初
期
国
家
論
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
小
経
営
形
態
が
異
な
れ

ば
階
級
関
係
形
成
の
道
筋
も
異
な
る
と
い
う
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
学
説
批
判
よ
り

提
示
さ
れ
た
見
解
か
ら
必
然
的
に
導
出
さ
れ
る
、
国
家
形
成
・
都
市
形
成
の

軌
道
の
複
数
性
と
い
う
観
点
が
、
異
地
域
・
異
時
代
の
比
較
考
古
学
へ
と
著

者
を
向
か
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
一
貫
し
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
学
説

と
の
知
的
格
闘
の
中
か
ら
、
著
者
の
理
論
は
紡
ぎ
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
学
説
に
さ
ほ
ど
の
興
味
も
魅
力
も
覚
え
な
い
、
評
者
を
ふ
く
む

若
い
世
代
は
、
と
も
す
れ
ば
こ
う
し
た
著
者
の
知
的
捨
闘
を
踏
ま
え
ず
初
期

国
家
論
や
都
市
論
の
上
澄
み
を
掬
い
か
ね
な
い
の
で
、
自
戒
の
意
も
こ
め
て

こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
中
間
的
・
過
渡
的
な
項
を
意
識
的
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
一
一
項
対



評書

立
で
膠
着
し
た
議
論
か
ら
の
脱
却
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
も
、
本
書
を
特
徴

づ
け
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
家
／
非
国
家
の
二
項
対
立
に
対

し
て
は
、
過
渡
的
段
階
で
あ
る
初
期
国
家
を
設
定
し
て
首
長
制
社
会
↓
初
期

国
家
↓
成
熟
国
家
の
三
項
変
遷
で
と
ら
え
（
第
二
章
）
、
都
市
／
農
村
の
二

項
対
比
に
対
し
て
は
、
中
間
に
城
塞
集
落
な
る
類
型
を
設
定
し
（
第
六
章
）
、

首
長
層
／
一
般
層
の
間
に
は
中
間
層
を
設
け
（
第
一
章
）
、
そ
し
て
五
識
対

比
の
文
化
論
に
対
し
多
層
分
析
の
重
要
性
を
説
く
（
第
二
四
章
）
な
ど
、
本

書
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
こ
の
ス
タ
ン
ス
が
貫
か
れ
る
。
無
論
、
項
数
を
増
や

す
だ
け
で
は
、
原
理
的
に
X
項
紺
立
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
著
者
は
、
中
間

的
・
過
渡
的
な
項
の
設
定
に
よ
り
項
問
の
関
係
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
と
と

も
に
、
項
の
類
型
的
把
握
を
つ
う
じ
比
較
考
古
学
的
な
笑
内
／
項
間
の
理
解

の
深
化
を
目
指
す
こ
と
で
、
X
項
対
立
か
ら
の
ひ
と
ま
ず
の
回
避
を
は
か
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
根
本
的
な
圏
避
に
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
資
料

の
実
態
に
即
し
た
仮
設
概
念
の
設
定
と
い
う
点
で
、
こ
の
ス
タ
ン
ス
に
は
と

り
あ
え
ず
同
意
で
き
る
。

　
二
項
対
立
に
よ
る
議
論
の
萎
縮
か
ら
脱
却
を
は
か
る
志
向
は
、
本
書
を
彩

る
強
い
総
合
志
向
と
通
署
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
本
書
で
は
、

致
治
的
緊
張
や
流
通
シ
ス
テ
ム
の
様
態
か
ら
古
代
国
家
形
成
と
古
代
都
市
形

成
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
（
第
六
章
等
）
。
本
書
で
は
踏
み
こ
ん
だ
議
論
は

な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
本
書
の
都
市
論
を
媒
介
と
し
て
、
国
家
形
成
論

と
『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
撫
で
追
究
さ
れ
た
農
村
構
造
論
と
の
総
合

化
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
居
館
と
宙
墳
（
第
二
〇
章
）
、
あ
る
い
は
生

活
様
式
の
共
有
圏
（
第
三
章
）
と
前
方
後
円
墳
体
制
の
被
覆
範
域
と
が
結
び

つ
け
ら
れ
る
。
墳
墓
と
い
う
い
わ
ば
死
の
領
域
を
無
批
判
に
生
の
領
域
と
直

結
す
る
研
究
が
多
い
中
、
居
館
や
生
活
様
式
と
い
っ
た
生
の
領
域
を
踏
ま
え

て
総
合
的
な
議
論
が
構
築
さ
れ
て
い
る
点
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
日
本
列
島
内
に
お
け
る
諸
側
面
の
総
合
だ
け
で
な
く
、
比
較
考
古
学
を

つ
う
じ
て
世
界
諸
地
域
の
初
期
国
家
や
都
市
や
写
譜
を
幅
広
く
と
ら
え
よ
う

と
し
、
さ
ら
に
は
考
古
学
デ
ー
タ
の
総
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
学
問
分
野
の

相
互
協
力
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
著
者
の
総
合
志
向
が
明

瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
ス
タ
ン
ス
が
、
本
書
の
外
部
へ

と
開
か
れ
た
感
じ
と
議
論
の
奥
行
き
を
醸
し
だ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

五

　
上
掲
し
た
本
書
の
ス
タ
ン
ス
に
は
、
お
お
む
ね
共
感
を
覚
え
る
。
し
か
し

一
方
で
、
い
く
つ
か
の
疑
問
も
感
じ
た
。
以
下
で
は
、
些
末
な
批
判
は
避
け
、

本
書
の
ス
タ
ン
ス
に
か
か
わ
る
疑
問
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
中
間
的
・
過
渡
的
な
項
を
積
極
的
に
設
定
し
、
そ
し
て
長

期
過
程
を
重
視
す
る
た
め
に
、
変
化
や
画
期
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
感
が

あ
る
。
た
し
か
に
、
国
家
に
か
な
り
近
づ
い
た
過
渡
的
な
段
階
と
し
て
初
期

国
家
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
家
形
成
へ
の
道
筋
は
明
瞭
に
な
ろ
う
。
だ
が

そ
の
た
め
、
自
身
が
設
定
す
る
指
標
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
三
世
紀
の

列
島
中
央
部
を
初
期
国
家
段
階
と
み
な
し
た
り
、
首
長
制
祉
会
↓
初
期
国
家

↓
成
熟
国
家
の
変
遷
を
、
あ
た
か
も
指
標
が
制
度
化
・
増
幅
化
・
固
定
化
し

て
ゆ
く
必
然
的
過
程
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
き
だ
す
限
界
も
生
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
と
関
連
し
て
第
二
に
、
日
本
列
島
の
国
家
形
成
過
程
を
長
期
的
に
と

ら
え
る
必
要
性
を
説
き
な
が
ら
、
実
際
の
分
析
が
四
世
紀
と
五
世
紀
に
偏
っ

て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
初
期
国
家
の
生
成
経
緯
お
よ

び
成
熟
国
家
へ
の
変
容
過
程
も
、
前
方
後
円
墳
体
制
が
律
令
体
制
へ
と
移
行
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す
る
過
程
も
今
～
つ
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
五
世
紀
以
降
は
、

「
雄
略
大
王
」
「
継
体
大
王
」
な
ど
文
献
史
の
成
果
を
安
易
に
使
用
す
る
た

め
に
、
考
古
学
的
な
追
究
が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
具
体
例

を
一
つ
あ
げ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
家
父
長
鳥
な
い
し
村
落
首
長
と
し
て
六
世
紀

以
降
に
出
現
し
た
と
さ
れ
て
き
た
中
問
層
が
、
三
世
紀
に
は
す
で
に
析
出
さ

れ
て
い
た
と
い
う
重
大
な
指
摘
を
し
つ
つ
も
、
そ
の
成
長
・
変
容
過
程
を
追

跡
し
な
い
た
め
、
当
該
期
の
階
級
関
係
は
不
分
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
日
本
列
島
の
全
域
的
状
況
に
分
析
の
焦
点
を
あ
わ
せ
る

た
め
、
地
域
性
の
検
討
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
竪

穴
式
石
室
の
分
析
を
つ
う
じ
地
域
性
の
抽
出
に
努
め
て
い
た
（
第
一
三
章
）

八
○
年
代
半
ば
以
降
、
と
り
わ
け
前
方
後
円
墳
体
制
を
唱
道
し
て
以
降
、
地

域
性
の
視
点
の
減
退
は
明
白
で
あ
る
。
苗
塑
造
円
墳
体
制
下
に
お
け
る
諸
地

域
首
長
の
「
相
互
承
認
」
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
書
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実
質
的
に
は
大
王
権
力
に
よ
る

諸
地
域
へ
の
政
治
的
拡
充
過
程
が
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
評
者
は
、
国
家
形
成
過
程
を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
構
築
す
る
た
め
に
は
、
中
心
性
と
地
域
性
と
を
統
～
的
に
説
明
し
う
る
枠

組
み
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
共
同
体
か
ら
離
脱
し
た
上
位
首

長
層
と
在
地
性
の
強
い
小
首
卵
麺
の
併
存
現
象
と
い
う
先
駆
的
な
観
点
（
第

八
章
）
や
第
十
三
章
の
内
容
は
、
そ
う
し
た
枠
組
み
を
形
成
す
る
重
要
な
視

点
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
向
後
の
議
論
の
深
化
を
期
待
し
た
い
。

　
第
四
に
、
諸
学
問
分
野
の
提
携
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
わ
り
に
、
具
体
的

な
検
討
が
乏
し
い
こ
と
に
や
や
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。
日
本
文
化
論
を
め

ぐ
り
、
考
古
学
の
成
果
を
駆
使
し
て
民
俗
学
・
歴
史
学
の
見
解
を
豊
か
に
発

展
さ
せ
う
る
こ
と
を
鮮
や
か
に
説
く
（
第
二
四
章
・
）
一
方
、
民
族
や
古
墳
時

代
の
政
治
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
、
諸
学
問
分
野
の
協
調
を
提
言
す
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
提
言
自
体
に
意
義
が
あ
る
と
は
思
う
が
、
し
か
し
た
と
え

ば
、
墳
墓
祭
式
の
本
来
的
な
保
守
性
と
政
治
性
の
帯
び
や
す
さ
を
、
前
方
後

円
墳
体
制
の
致
治
性
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

デ
ー
タ
の
蓄
積
の
あ
る
他
分
野
の
研
究
成
果
を
参
照
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

　
ゆ
。

・
つ
・
刀

　
第
五
に
、
本
書
で
使
用
さ
れ
る
実
年
代
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た
点
が
あ
る
。

近
年
の
新
知
見
を
反
映
し
て
、
本
書
で
は
旧
稿
の
実
年
代
を
改
め
て
お
り
、

と
り
わ
け
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
は
、
半
世
紀
前
後

の
引
き
あ
げ
が
な
さ
れ
て
れ
る
。
し
か
し
、
論
拠
を
ほ
と
ん
ど
変
え
ず
に
実

年
代
だ
け
が
変
換
さ
れ
る
（
第
一
五
章
等
）
一
方
、
対
応
さ
せ
て
い
る
文
献

史
上
の
事
象
は
旧
稿
の
ま
ま
で
あ
る
。
半
世
紀
前
後
の
変
動
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
考
古
学
の
デ
ー
タ
と
文
献
史
上
の
事
象
と
の
整
合
性
が
保
た
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
は
、
考
古
学
の
成
果
と
文
献
史
学
の
成
果
と
の

総
合
が
な
お
前
途
遼
遠
で
あ
る
こ
と
を
、
は
か
ら
ず
も
露
呈
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
、
い
く
つ
か
の
親
藩
を
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
書
の
価
値

が
下
が
る
こ
と
は
断
じ
て
な
い
。
近
年
、
著
者
の
見
解
に
対
し
て
は
多
く
の

批
判
も
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
が
積
極
的
に
実
行
し
て
き
た
よ
う
に
、

他
説
と
の
議
論
を
重
ね
て
こ
そ
、
本
書
の
内
容
は
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
理
論
的
枠
組
み
に
裏
づ
け
ら
れ
な
い
空
疎

な
議
論
の
た
め
に
混
迷
す
る
近
年
の
古
墳
時
代
研
究
に
、
打
開
の
途
が
拓
け

る
と
信
じ
て
い
る
。

140 （624）
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年
に
わ
た
る
探
究
の
結
晶
こ
そ
、
ま
さ
に
本
書
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
以
上
、
著
者
の
意
を
十
分
に
く
み
と
れ
な
か
っ
た
憾
み
が
あ
る
が
、
最
後

に
一
つ
。
評
者
は
本
書
を
初
め
て
手
に
し
た
際
、
表
題
に
「
前
方
後
円
墳
体

制
」
「
初
期
国
家
」
「
比
較
考
古
学
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ふ
く
ま
れ
ぬ
こ

と
に
、
い
さ
さ
か
の
違
和
感
を
も
っ
た
。
だ
が
、
本
書
を
幾
度
と
な
く
通
読

し
た
今
、
前
方
後
円
墳
と
古
墳
時
代
社
会
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら

を
学
究
す
る
研
究
者
と
現
代
社
会
と
の
か
か
わ
り
、
そ
し
て
諸
学
問
分
野
間

の
連
携
な
ど
の
必
要
性
を
強
調
す
る
本
書
の
表
題
が
『
前
方
後
円
墳
と
社

会
聴
で
あ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
適
切
な
選
択
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
若
き

醐
の
著
者
が
、
暗
唱
す
る
ま
で
に
読
み
返
し
た
と
い
う
森
本
六
爾
の
「
手

帖
」
（
第
二
二
章
）
に
は
、
「
遺
物
遺
跡
自
体
の
間
に
認
め
ら
れ
る
空
間
的
な

深
淵
と
時
間
的
な
深
淵
、
そ
れ
を
眺
め
る
研
究
者
と
の
間
の
深
淵
、
そ
れ
を

見
つ
め
る
研
究
者
相
互
の
間
の
深
淵
」
に
対
す
る
自
覚
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
深
淵
に
橋
を
架
け
渡
す
べ
く
、
考
嘗
学
と
社
会
と
の
関
係
を
見
据

え
つ
つ
、
多
様
な
研
究
成
果
を
諸
分
野
横
断
的
に
総
合
し
て
き
た
著
者
の
長

①
　
都
出
比
呂
志
鴨
王
陵
の
考
古
学
臨
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
）

②
都
出
比
呂
志
『
華
華
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
睡
（
岩
波
書
店
、
～
九
八
九
年
）

③
都
出
比
呂
志
「
農
業
三
岡
体
と
首
長
権
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会

　
乱
臣
講
座
日
本
史
㎞
第
～
巻
古
代
国
家
、
財
団
石
入
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
七
〇
年
）

④
た
と
え
ば
、
世
界
諸
地
域
の
埋
葬
方
式
を
渉
猟
し
た
無
類
学
者
ク
ロ
…
バ
ー

　
の
古
典
的
研
究
で
は
、
死
者
へ
の
と
り
あ
つ
か
い
は
き
わ
め
て
変
化
し
や
す
い
と

　
説
か
れ
て
い
る
（
内
δ
Φ
び
㊦
さ
〉
■
ピ
．
曽
、
∪
冴
℃
o
ω
既
。
｛
窪
①
∪
①
跳
、
甲
印
篭
§
詩
§

　
出
ミ
専
愚
。
§
馬
卜
⊃
P
一
〇
ト
っ
刈
）
。

⑤
森
本
六
三
門
手
帖
」
（
『
日
本
考
古
学
研
究
隔
桑
名
文
星
堂
、
｝
九
四
三
年
、
初

　
繊
は
【
九
三
五
年
）

（
A
5
判
　
七
六
六
頁
　
索
引
二
〇
二
二
〇
〇
五
年
九
月

槁
書
房
　
本
体
一
八
○
○
○
円
÷
税
）

評書

（625）141


